
　

平
成
25
年
3
月

8
日
、
当
院
も
移

転
後
丸
2
年
を
迎

え
、記
念
に
ス
タ
ッ

フ
の
集
合
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
全

職
員
は
優
に
1
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
開
院
の
3
日
後
が
東
日
本

大
震
災
で
し
た
。
そ
の
時
私
は
、
新
し
い
病

院
の
院
長
室
で
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
揺
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
あ
っ
、
崩

れ
る
！ 

な
ん
だ
、
こ
れ
で
終
わ
り
か
、
3
日

天
下
だ
っ
た
か
」
が
、
そ
の
時
の
心
境
で
し

た
。
当
院
は
荒
川
の
河
川
敷
を
40
ｍ
埋
め
立

て
た
土
地
に
建
て
た
の
で
、
そ
う
思
っ
た
の

で
す
。
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
、
オ
ー
ル
電

化
シ
ス
テ
ム
の
新
病
院
で
、
い
き
な
り
の
停

電
で
す
。
情
報
の
な
い
ま
ま
、
様
々
な
事
が

脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
年
間
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
去
る
人
、
来
る
人
、
辛
い
こ
と
、
楽
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
病
院
の
運
営
が
概

ね
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
秩
父
妙
見
社
』

の
ご
加
護
の
故
で
し
ょ
う
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
と
病
院
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
方
達

の
お
蔭
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
手
術
件
数
も

増
え
、
私
も
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
2
年
で
し
た
。

　

建
物
は
変
わ
っ
て
も
、「
秩
父
の
患
者
さ
ん

が
、
秩
父
で
十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
」
と
い
う
当
院
の
志
は
貫
い
て
い
る
つ
も

り
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
な
ら
ぬ
も
の
」

も
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
25
年
度
よ
り
、

移
転
後
倍
に
増
や
し
て
い
た
平
日
夜
間
二
次

救
急
の
担
当
を
、
ス
タ
ッ
フ
不
足
等
に
よ
り
、

以
前
の
体
制
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
『
柞
の
杜
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

も
休
院
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

周
囲
の
植
栽
は
、
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

昨
秋
、
カ
エ
デ
の
木
を
整
然
と
植
え
替
え
ま

し
た
。
泰
山
木
、
枝
垂
桜
、
百
合
の
木
も
だ

い
ぶ
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
芽
吹
き
、
開
花
、

紅
葉
が
楽
し
み
で
す
。
池
の
金
魚
も
あ
ん
な

に
大
き
く
な
る
と
は
。
作
物
の
収
穫
も
楽
し

み
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
、
ト
マ
ト
は
職
員
食

に
供
給
で
き
る
程
で
し
た
。
赤
い
花
の
蕎
麦
、

今
年
は
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、
手
打
ち
蕎
麦

と
し
て
、
多
く
の
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、

職
員
に
も
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
緑
の
環
境
が
宜
し
い
と
の
事
で
、
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
近
、
多
少
の
パ
ワ
ー
不
足
は
感
じ
ま
す

が
、
一
方
で
、
気
持
ち
の
高
揚
も
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
「
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
夢
を
持
て
た
か
ら

で
す
。
平
成
17
年
以
来
、
当
院
に
多
く
の
若

い
先
生
達
が
初
期
研
修
医
と
し
て
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
居
る
だ
け
で
私
の

気
持
ち
も
病
院
も
活
性
化
さ
れ
て
い
く
の
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
訳
は
、
私
の
経
験
や
技

術
を
指
導
、
伝
授
で
き
る
と
い
う
自
己
満
足
。

も
う
一
つ
は
、
純
粋
で
初
々
し
い
意
欲
に
燃

え
た
医
師
の
姿
を
見
て
、
私
自
身
が
忘
れ
て

い
た
、
若
い
と
き
の
新
鮮
な
感
動
が
呼
び
起

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
に

入
り
後
期
研
修
医
の
募
集
も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
冬
、
病
院
の
下
を
流
れ
る
荒
川
の 

少
し
下
流
に
、
白
鳥
が
７
羽
飛
来
し
ま
し 

た
。
何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
予
感
が

し
ま
す
。

開
院
２
年
の
雑
感

院
長　

花
輪
峰
夫

秩父病院スタッフ一同

※�

詳
細
は
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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トピックス

初期研修医の先生方が、
学会発表をいたしました
　当院で、地域医療研修をした、日本医科大学
附属病院の青山純一先生と、埼玉医科大学病
院の平田優介先生が、そろって第50回埼玉県
医学会総会（平成25年2月24日開催）で発表
しました。
　それぞれ、当院研修中に担当医として経験し
た患者さんの症例を『画像検査でfree airを認
めた腸管嚢胞性気腫の2症例』『地域における
高次救急施設での加療を要する重症患者への
対応の実情』という演題で発表しました。

（さらに詳しい内容は、当院ホームページ「院長ブログ」をご覧ください）

青山純一先生

「画像検査でfree airを認めた
　　　　　腸管嚢胞性気腫の2症例」

▲青山純一先生 ▲平田優介先生

平田優介先生

「地域における高次救急施設での加療を
 要する重症患者への対応の実情」
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＊ 井上皮膚科医院 ＊
　当院は皮膚科専門の医院ですが、患者さんの苦痛
（かゆみ、いたみなど）をできるだけ早く和らげ、キズア
トやシミをなるべく残さないために、ただクスリを塗るだ
けの治療ではなく、「塗り方」の指導や日常生活の注
意事項をはっきりとさせ、治療をするように心がけてい
ます。　　　　
　特に乳幼児、高齢者ではスキンケアが大切である
ため、生活環境や生活習慣のアドバイスを積極的に
して、クスリだけに頼ることがないように指導していま
す。また、皮膚腫瘍、アザの診断と治療（手術、レ
－ザ－など）にも力を入れており、必要に応じて往診
もしています。秩父病院との連携は、昭和33年に
当院初代院長井上久が、本町に開業して以来で、
50年以上お世話になっています。
　当院では、「地元でできることは、地元で治療する」

ということをモット－に、患者さんが秩父の内で治療を
完結できるように、常に最先端の皮膚科治療を取り
入れて、診療をしています。

院長　井上�靖先生

病棟の北側、晩秋には病室の窓より蕎麦の花が入院患者さん達の目を
楽しませています。当院の蕎麦は赤い花の蕎麦です。

　農家出身の当院職員が、丹精込めて
育てました。昨年11月末に収穫、天日に
干し（ハゼ）、昔ながらの方法で、こん棒
（くるり）で叩いてムシロの上で実を落と
し、趣味仲間の製粉のプロにひいてもら
い、当院看護師のお父さんで、秩父でも
おいしいと評判の蕎麦屋さんのご主人
に打ってもらいました。お世話になった
方々、職員に食べてもらいました。
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秩父病院
〒369-1874��埼玉県秩父市和泉町20番
TEL.0494-22-3022（代表）　FAX.0494-24-9633
ホームページ：http://www.chichibu-med.jp　
Ｅメール：info@chichibu-med.jp

診療科目  外科・内科・消化器外科・消化器内科・肛門外科・	
循環器内科・麻酔科・放射線科・肝臓内科・整形外科・
形成外科・歯科・人間ドック	
一般健診：随時受け付けております。お申し込み電話番号
（0494-22-3023）

受付時間 午前８:３０〜１１:３０／午後１２:３０〜５:３０　
診療時間 午前９:００〜１２:００／午後		３:００〜６:００　
休診日    日曜・祝祭日

医療法人花仁会

柞
ははそ

の杜
も り

クリニック＜秩父病院分院＞

平成25年3月31日をもって休院となりました。


